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ネコの脊髄反射活動電位におよぼす 111ephenesin
および methocarban101の作用
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要 1::. a 
脊髄ネコ標本を用い， methocarbamo1の脊髄反射活動電位に対する効果を，代表的な中枢
性筋弛緩薬である mephenesinの作用と比較検討した。各薬物は， 臨床上の投与経路を考慮
して，あらかじめ挿入して置いたゾンデを経て直接に十二指腸内に注入した。 
Methocar bamo1は多シナプス反射をよく抑制し，軽度に単シナプス反射を抑制した。単純
な効力比較では mephenesinに劣るが，作用の発現が緩除であり， 効果の持続性においてす
ぐれていた。 Methocar・bamo1が介在ニューロン活動の抑制を主作用とする中枢性筋弛緩薬の
一つであることを脊髄反射活動電位の上で裏づけた。 
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略語一覧: MSR:単シナプス反射， PSR:多シナプス反射， DRR:後根反射
まえがき 実験方法
Methocar bamo1は mephenesinと同様に，介在ニ エーテル麻酔下にネコの頚髄を O[の高さで切断し，
ューロン活動を抑制することにより筋弛緩を起こすとみ 人工呼吸をほどこした脊髄ネコ標本について通常用いら
られる点より中枢性筋弛緩薬の一つに分類され，臨床的 れる方法により椎弓切除術を施行し，腰・仙髄部を露出
に用いられてすでに久しい薬物であるが，その裏づけと した。 MSRおよび PSRの記録は， L7または S[の前
なる脊髄反射活動電位上の変化についての資料は意外に 根より行ない， ブラウン管オシロスコープ (VO-7，日
もなお十分でない。ことに従来の薬理学的実験がポリエ 本光電)により観察し，ポラロイドカメラにより 5コの
チレングリコーノレなどの溶媒に溶解した試料の静注によ 活動電位を重ねて撮影した。なお MSR，PSRを記録す
る実験成績の提示にのみ終っており，臨床応用上の常法 る高さより一つ髄節をずらせた後根より後根反射電位 
である消化管を経ての実験成績を欠いているのはこの薬 (DRR)を時に応じて合せ記録した。電気刺激は期間 0.1 
物の評価の土で不便が多い。そこで methocarbamo1と msecの矩形波による超最大刺激を 0.2fsecの頻度で末
mephenesinの作用を，無麻酔で，また高位の中枢より 梢の筋神経 (N.tibia1is)に与えた。刺激，記録電極と
の影響を除くことができるいわゆる脊髄ネコ標本の単お もに流動ノTラフィンプール中に置き，ことに記録電極周
よび多シナプス反射電位 (MSRおよび PSR)につき検 辺の流動パラフィンプールの温度は 3700前後に保つよ
討することと Lた。 うサーミスター温度調節装置により調節した。薬物は 
0.5%アラビアゴム加生理的食塩水に懸濁させ， あらか
じめ十二指腸内に挿入して置いたゾンデを経て消化管内
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MEPHENESIN 64mg/Kg p.O. 
CONTROL 15min 
医11. ネコの脊髄反射活動電位におよぽす mephenesin
(十二指腸内投与:p. 0.)の効果。
単シナプス反射にあまり変化がみられない時点で
多シナプス反射がいちじるしく抑制されている。
較正電圧:0.5mV，時際:5msec 
(各 5コの電位を重ね撮りした。図 2も同様)
に投与した(図では簡単に P.O.と記した)。
実験成績 
Mephenesin 16mgjkgの卜二指腸内投与ではみるべ
き変化がなく， 32mgjkgではわずかに PSRの小さく
なる例もあったがなお著明な効果はみられず，その倍量
である 64mgjkgに至りあきらかな PSR抑制がみられ
た(区11)。この際 MSRには通常いちじるしい変化が
みられず， PRRの抑制は投与後 15min前後を最大と
して 30min後にはすでに回復の経過に入った。 Metho-
carbamol 50""，， 100 mgjkgの十二指揚内投与により 
PSRの抑制がみられるが， 200，，-，300mgjkgの投与に
よりこの効果はよりあきらかとなり，投与後 30minに
は対照の約 Iんにまで PSRが縮小した。それと共に 
MSRも軽度に抑制された。 DRRについては，徐々に
小さくなるもの，いちじるしい抑制のみられないものな 
METHOCARBAMOL 300mg/Kg p.O. 
CONTROL 30min 
匡J2. ネコの脊髄反射活動電位におよぽす methocar-
bamol (十二指腸内投与:p. 0.)の効果。
多シナプス反射の抑制とともに，単シナプス反射
も!限度に抑制されている(上)。後根反射にはほ
とんど影響がみられない(下)。較正電庄:(上) 
0.1mV (下)0.2mV，時限:5msec 
どがあり，一般に PSRのように敏感には反応しなかっ
)。2た(図 
Mephenesinの作用に比し Methocarbamolの効果
の発現はゆるやかであったが，その持続性においては大
であり，投与後 30"，， 60minで PSRの大きさははじめ
3hんとなるものが多く，通常lでは約2h，._51.ん，1の約 
の観察期間内には回復の徴を示さなかった。
考 察
脊髄反射活動電位に対する効果の上で， MSRにほと 
J んど影響を与えない用量， あるいは未だ MSRへの効
果が現われない時点において PSRを縮小させるよう
な薬物として中枢性筋弛緩薬に属するものがあげられ， 
mephenesinが代表的な薬物とされてパノレピツーノレ酸誘
導体などの性格とは明瞭に区別される。Methocarbamol
が抗ストリキニ{ネ作用，抗ぺンテトラゾーノレ作用にお
いてすぐれており， 膝蓋反射をあまり抑制しない用量
で屈曲反射をよく抑制することがすでに Truitt and 
Litt1el) によってあきらかにされており， Crankshaw 
and Raper2l による mephenesin，methocarbamolお
よび diazepamの効果の比較においても，いずれも多
シナプス経路の反応を抑制することが示されている。わ
れわれがここに得た脊髄反射活動電位の上での実験成績
においても PSRの抑制は明瞭に示された。 Crankshaw 
and Raperめの mephenesinおよび methocarbam01 
静注によるク・ロラローゼ麻酔ネコにおける実験では，両
薬物ともに MSR，PSRの双方の抑制が報告されてい
るが，われわれの実験のように，無麻酔の状態下の脊髄
ネコ標本において，消化管内に薬物を投与する方法によ
れば， mephenesinの方が一層選択的に PSRを抑制し， 
methocarbamolは PSRを抑制する用量あるいは時点
で軽度に MSR抑制を伴うことが示された。効果の発現
の点では mephenesinの方がすみやかであるが， その
持続は methocarbamol の方が長いことも観察された
が，このことについては Roszkowski幻が脊髄ネコ標
本の屈曲反射を示標とした実験成績において，各 20mgj 
kg静注にて mephenesinの効果持続が 10minに対し 
methocarbamolが平均 35minであるとしたことと一
致する。
効力比については概括的判定になることをまぬかれな
いが，投与量と活動電位の振l隔抑制度の点についてのみ
いえば， methocarbamolは mephenesinの 1/3前後に
なるとみられよう。
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SUMMARY 文 献 
EfTect of methocarbam01 on spinal reflex po・ 
tentials was studied in the spinal cat， and the 
effect was compared with the action of a central-
ly acting skeletal muscle relaxant， mephenesin. 
Considering the clinical oral use of many skeletal 
muscle relaxants， all the drugs tested in the pres-
ent experiments were administered into the du・ 
odenum via a自 nerubber tube imp1anted previ-
ously. 
Methocarbamol markedly depressed the poly-
synaptic reflex potentials and slightly decreased 
the monosynaptic reflex. Of the rと lativepotency 
simp1y summarized from these results， mephene-
sin appeared to be more potent. However， 
methocarbamol showed mild onset and longer du-
ration of action t);l an mephenesin. These results 
sugest that methocarbamol is apparently one of 
the centrally acting skeletal muscle relaxants 
which act principally on the spinal interneurones 
and inhibit the activity of them. 
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